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◆ 埓 浜 防 災 緑 地 の 整 備 状 況 に つ い て お 知 ら せ し ま す ! !

福島県新地町

※監督員のコメント 道路橋梁課
白築技師（島根県より派遣）

位 置 図

◆県道小塙上郡山線（井出工区）バイパス区間が７月６日に開通します !！

H30.3.20H27.３.18

福島県楢葉町

※監督員のコメント
道路課 眞部技師

県道小塙上郡山線は、楢葉町の生活道路であり、国道６号の代替路線である重要な路線です

が、幅員が狭く歩道も整備されていない現状にあります。安全で円滑な交通を確保するため、

平成27年より事業開始し、今年７月に全線（1.1km）が開通いたします。当路線の開通によ

り、再開発が進むJR竜田駅東口と市街地部のアクセスが向上するものと期待されています。

1.1km
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竜田駅

“埓浜防災緑地は、福島
県内の防災緑地の中で最
大の面積となります。完
成に向けて一生懸命取り
組んでまいります。”

“楢葉町の復興に少し
でも貢献できるよう、
一生懸命取り組んでま
いります。”

らち はま

こばなかみこおりやません

新地町の埓浜防災緑地においては、盛土工がほぼ完了し事業進捗率は８０％に達したとこ

ろです。平成３１年３月の完成を目指し、園路・施設・植栽等の工事を進めてまいります。

当防災緑地が整備されることで､東日本大震災と同程度の津波が来た場合、その威力を減衰し

背後地の浸水等の被害を軽減します。防災以外にも、自然とふれあえる憩いの場となること

や、地震や津波で失われた景観や環境が再生されることが期待されています。
い で



～ 地 域 イ ベ ン ト の 紹 介 ～

◆ 楢 葉 町 『 こ こ な ら 笑 店 街 』 が オ ー プ ン し ま し た ！ ！

相 馬 L N G 基 地 の 竣 工 披 露 会 が 開 催 さ れ ま し た ！ ！

◆東日本大震災の災害復旧工事の進捗状況（平成30年5月末）

東日本大震災で被害を受けた当事務所所管の道路、河川、海岸等の災害

復旧工事の進捗状況は右に示すとおりです。

（帰還困難区域で査定が未実施の箇所は含まれていません。率は事業箇所

数で算出した割合です。）
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○平成３０年５月末

6月16日に今年3月から操業を開始

した国内最大級の液化天然ガス(LNG)

受け入れ基地『相馬LNG基地』の完成

披露式典が行なわれました。本基地の

完成により、福島、宮城、山形など各

県にガスを供給できるほか、震災から

の復興、地域活性化に繋がることが期

待されます。
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楢葉町の復興拠点となる『笑（えみ）ふるタウンなら

は』内に整備していた商業施設『ここなら笑（しょう）

店街』が６月２６日にオープンしました。スーパーや飲

食店など、10店舗が営業しており、名称には帰還した町

民が笑顔になれるようにとの想いが込められています。

◆女性環境パトロール隊による現場パトロールが実施されました！！

県道浪江鹿島線で
道路美化作業を行いました！！

相馬野馬追を控え、多くの観
光客を迎える県道沿いで『うつ
くしまの道・サポート制度』締
結団体である本陣前一丁目行政
区と事務所の相双ふるさと応援
隊が歩道の草刈り等を行い、花
壇へ花苗を植えました。

第69回全国植樹祭が南相馬市で
開催されました！！

6月10日に第69回全国植樹祭が開催され、
森林林業の再生と、震災以降の国内外からの
支援に対する感謝の気持ちが広く発信されま
した。また当事務所では当日のスタッフとし
て参加しているほか、本イ
ベントに合わせて、道路の
除草や清掃など、沿道の美
化作業に努めました。

６月２６日に女性隊員１２名による現場

パトロールが行われました。労働者が安全

で安心して働ける職場環境づくりのため、

女性ならではの視点で建設現場の危険の目

を摘み取り、職場環境の改善や、担い手の

確保に繋がることが期待されます。

みんなが笑顔に
なっているドン♪


